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第
三
節

役
員
及
び
職
員

（
役
員
）

第
七
百
七
十
一
条

機
構
に
、
役
員
と
し
て
、
理
事
長
及
び
監
事
を
置
く
。

２

機
構
に
、
前
項
に
規
定
す
る
役
員
の
ほ
か
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
役
員
と
し
て
、
副
理
事
長
又
は

理
事
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
職
務
及
び
権
限
）

第
七
百
七
十
二
条

理
事
長
は
、
機
構
を
代
表
し
、
そ
の
業
務
を
総
理
す
る
。

２

副
理
事
長
は
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
代
表
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
て
機
構
の
業
務
を
掌
理

し
、
理
事
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
理
し
、
理
事
長
が
欠
け
た
と
き
は
そ
の
職
務
を
行
う
。

３

理
事
は
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
理
事
長
（
副
理
事
長
が
置
か
れ
て
い
る
と
き
は
、
理
事
長
及
び
副

理
事
長
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
補
佐
し
て
機
構
の
業
務
を
掌
理
し
、
理
事
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は

そ
の
職
務
を
代
理
し
、
理
事
長
が
欠
け
た
と
き
は
そ
の
職
務
を
行
う
。

４

監
事
は
、
機
構
の
業
務
を
監
査
す
る
。

５

監
事
は
、
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
代
表
者
会
議
、
理
事
長
又
は
総
務
大
臣

に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

理
事
長
は
、
代
表
者
会
議
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
任
命
）

第
七
百
七
十
三
条

理
事
長
及
び
監
事
は
、
代
表
者
会
議
が
任
命
す
る
。

２

副
理
事
長
及
び
理
事
は
、
理
事
長
が
代
表
者
会
議
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
。

３

代
表
者
会
議
又
は
理
事
長
が
役
員
を
任
命
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
氏
名
及
び
住
所
を
総
務
大
臣
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
任
期
）

第
七
百
七
十
四
条

役
員
の
任
期
は
、
三
年
以
内
に
お
い
て
定
款
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
役
員

の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

役
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

業
務

（
業
務
の
範
囲
）

第
七
百
八
十
二
条

機
構
は
、
第
七
百
六
十
一
条
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一

機
構
処
理
税
務
事
務
を
行
う
こ
と
。

二

地
方
団
体
の
職
員
に
対
す
る
地
方
税
に
関
す
る
教
育
及
び
研
修

三

地
方
税
に
関
す
る
調
査
研
究

四

地
方
税
に
関
す
る
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動

五

地
方
税
に
関
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
運
用

六

地
方
税
に
関
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
務
の
受
託

七

地
方
団
体
に
対
す
る
地
方
税
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
支
援

八

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

（
業
務
方
法
書
）

第
七
百
八
十
三
条

機
構
は
、
業
務
開
始
の
際
、
業
務
方
法
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
業
務
方
法
書
に
は
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。）の
職
務
の
執
行
が
こ
の
法
律
、
他
の
法
令
又
は
定
款
に
適

合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
機
構
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る

事
項
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
業
務
方
法
書
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
役
員
の
欠
格
条
項
）

第
七
百
七
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
役
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。）

二

代
表
者
会
議
の
委
員

（
役
員
の
解
任
）

第
七
百
七
十
六
条

代
表
者
会
議
又
は
理
事
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
が
前
条
各
号
に
掲
げ
る
者
と

な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
役
員
を
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

代
表
者
会
議
又
は
理
事
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

刑
事
事
件
に
よ
り
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
と
き
。

二

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
と
き
。

三

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
遂
行
に
堪
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

職
務
上
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
き
。

３

理
事
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
副
理
事
長
又
は
理
事
を
解
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
代
表
者
会
議
の
同
意

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

代
表
者
会
議
又
は
理
事
長
が
役
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
兼
職
禁
止
）

第
七
百
七
十
七
条

役
員
は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
の
役
員
と
な
り
、
又
は
自
ら
営
利
事
業
に
従
事
し
て
は
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
代
表
者
会
議
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
代
表
者
の
行
為
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
責
任
）

第
七
百
七
十
八
条

機
構
は
、
理
事
長
（
副
理
事
長
が
置
か
れ
て
い
る
と
き
は
、
理
事
長
又
は
副
理
事
長
。
次
条
に

お
い
て
同
じ
。）が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
第
三
者
に
加
え
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

（
代
表
権
の
制
限
）

第
七
百
七
十
九
条

機
構
と
理
事
長
と
の
利
益
が
相
反
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
理
事
長
は
、代
表
権
を
有
し
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
監
事
が
機
構
を
代
表
す
る
。

（
職
員
の
任
命
）

第
七
百
八
十
条

機
構
の
職
員
は
、
理
事
長
が
任
命
す
る
。

（
役
員
及
び
職
員
の
公
務
員
た
る
性
質
）

第
七
百
八
十
一
条

機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

（
運
営
審
議
会
）

第
七
百
八
十
四
条

機
構
に
、
運
営
審
議
会
を
置
く
。

２

運
営
審
議
会
は
、
定
款
で
定
め
る
数
の
委
員
を
も
つ
て
組
織
す
る
。

３

委
員
は
、
地
方
税
、
法
律
又
は
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
の
あ
る

者
の
う
ち
か
ら
、
代
表
者
会
議
が
任
命
す
る
。

４

委
員
は
、
代
表
者
会
議
の
委
員
又
は
機
構
の
役
員
と
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

理
事
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
運
営
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
七
百
六
十
九
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

そ
の
他
定
款
で
定
め
る
事
項

６

理
事
長
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
代
表
者
会
議
の
議
決
を
求
め
る
と
き
は
、
運
営
審
議
会
が

当
該
事
項
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
た
意
見
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

運
営
審
議
会
は
、
第
五
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
機
構
の
業
務
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
諮
問
に
応
じ
、
又
は

自
ら
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
長
に
対
し
建
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
運

営
審
議
会
が
当
該
建
議
の
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
理
事
長
に
対
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

理
事
長
は
、
第
五
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
運
営
審
議
会
が
述
べ
た
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
機
構
処
理
税
務
事
務
管
理
規
程
）

第
七
百
八
十
五
条

機
構
は
、
機
構
処
理
税
務
事
務
の
実
施
に
関
し
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
機
構
処
理

税
務
事
務
管
理
規
程
を
定
め
、
総
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

き
も
、
同
様
と
す
る
。
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